
平成 16年度社団法人秋田県臨床衛生検査技師会第 1回通常総会   議事録 

 

日時：平成 16年 5月 29日（土）   午後 2時～3時 20分 

場所：アキタパークホテル 

 

議事 

 

1． 開会の辞 

佐藤重雄副会長が平成16年度社団法人秋田県臨床衛生検査技師会第1回通

常総会を開催する事を宣言した。 

 

2． 議長選出 

議長の選出については、執行部一任とする事についての承認を得たので、

渡辺智美事務局長が、吉田功成氏（秋田大学医学部付属病院）、奈良幸一氏

（秋田赤十字病院）を提案、異議なく拍手多数で承認された。 

 

3． 議長挨拶 

２氏は議長席に着席し、議長就任の挨拶後議事に入った。 

 

４． 総会役員選出 

     総会役員については、議長一任とする提案がなされ、議長が次の役員を指名

して異議なく拍手多数で承認された。 

  （1）資格審査委員   ３名 

      佐藤 尚之氏  （雄勝中央病院） 

      原田 誠三郎氏 （秋田県衛生科学研究所）                  

      丹波 寛子氏  （平鹿総合病院）                

  （2）議事運営委員   ３名 

清水 竜喜氏  （山本組合総合病院）  

日景 ユミ子氏 （比内町立扇田病院） 

藤田 秀文氏  （仙北組合総合病院）                

  （3）書記   ２名 

藤田 正広氏  （能代山本医師会病院） 

近藤 理馨子氏 （公立米内沢総合病院） 

  （4）議事録署名人   ２名 

渡辺 義孝氏  （市立秋田総合病院） 

桑原 千代子氏 （秋田組合総合病院） 



 

 

５． 資格審査委員報告 

原田誠三郎氏が総会規定第４条により、正会員数６０７名、出席会員数  

２７名、委任状提出者数４２８名であり、定款第 4章 23条の定足数を満た

しており、総会は成立する事を報告。拍手多数で承認された。 

 

６． 議事運営委員報告 

藤田秀文氏が議事の時間設定を提案し、異議なく承認された。 

 

７． 会長挨拶 

     菊地一正会長より、会員に対し総会出席に対する感謝の言葉が述べられ、先

日開催された富山学会において、平成 17 年度日本医学検査デーが東北地区

担当であり、秋田県もこれに参加する事が述べられた。また、今年度の県学

会が大曲市で開催される事、永年勤務精励者への謝辞を述べられ、最後に、

十分な審議をお願いしたい論旨を述べられた。 

 

８． 議案審議 

（1）第１号議案  平成１５年度会務・事業報告について 

   議長より会務報告と事務報告について、それぞれ承認を得るとの説明が

あり、渡辺智美事務局長、木村清隆学術部長より議案書に基づき会務報

告がなされた。議長が質問・意見を求めたが、特に発言はなく拍手多数

で承認された。 

 

   続いて、菊地一正会長、畠山義彦副会長、佐藤重雄副会長、菅原博之副

会長、木村清隆学術部長より議案書に基づき事業報告がなされた。木村

清隆学術部長より、学術部検査研究部門の「感染・免疫検査部門」が今

年度から二つに分かれ、「感染制御部門」と「移植検査部門」に独立する

との報告があった。議長が質問・意見を求めたが、特に発言はなく拍手

多数で承認された。 

 

 

 

 

 

 



 

（2）第２号議案  平成１５年度収支決算報告について 

   議長より会計決算報告と監査報告を一括して報告するとの説明があり、

鶴田聡氏より収入の部、小笠原彰氏より支出の部の報告がなされた。 

小笠原彰氏から、予備費の 473,004 円の内 473,000 円を特別会計繰出金

へ、残りの 4 円を今年度へ繰入金とすることの提案があった。また、渡

辺智美事務局長から今まで議案書には載せていなかったが、今年度より

会計処理規定が制定されたこともあり、毎年県へ提出している書類、「正

味財産増減計算書」「貸借対照表」「財産目録」「「負債の明細」の説明が

あり、今年度から議案書に載せることの説明がなされた。 

 

（3）第３号議案   平成１５年度監査報告について 

   山本静雄監事より、定款第５章第３１条の規定により監査を実施し、会

務が適正に行われたとの報告がなされた。 

 

   議長は収支決算報告と監査報告の一括報告の後、意見・質問を求めたが

特に発言はなく拍手多数で承認された。 

 

（4）その他の議案 

   提出された議案はなかった。 

 

（5）報告事項 

  平成１５年度精度管理事業決算について 

   木村清隆学術部長より会計報告がなされた。平成１５年度の備品費の理

由として、凍結試料を購入し各施設に配布するまでの期間、試料を保管

するためフリーザーを購入したとの説明があった。議長が質問・意見を

求めたが、特に発言はなく拍手により承認された。  

 

９． 総会役員解任 

議長より総会役員の解任が述べられた。 

 

１０．議長挨拶 

     協力に対する謝意が述べられた後、議長は議事終了を述べた。 

 

 

 



 

１１．閉会の辞 

     畠山義彦副会長により、平成 16 年度社団法人秋田県臨床衛生検査技師会第

1回通常総会の閉会の言葉が述べられた。 

 

 

 

社団法人  秋田県臨床衛生検査技師会 

 

議   長    吉田 功成 

 

議   長    奈良 幸一 

 

議事録署名人   渡辺 義孝 

 

議事録署名人   桑原 千代子 

  

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 


